
は
じ
め
に

本
件
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
昭
和
五
八
年
五
月
三
七
日

に
動
力
炉
･
核
燃
料
開
発
事
業
団

(以
下

｢動
燃
｣
と
い

う
。)
に
対
し
て
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉

の
規
制
に
関
す
る
法
律

(以
下

｢規
制
法
｣
と
い
う
。)
に

基
づ
く
高
速
増
殖
炉

｢も
ん
じ
ゅ
｣
(以
下
｢本
件
原
子
炉
｣

と
い
い
、
こ
れ
と
そ
の
付
属
施
設
を
併
せ
て

｢本
件
原
子

炉
施
設
｣
と
い
う
。)
に
係
る
原
子
炉
設
置
許
可
処
分

(以

下

｢本
件
処
分
｣
と
い
う
。)
に
つ
い
て
、
住
民
ら
の
被
上

告
入
ら

(三
二
名
)
が
、
内
閣
総
理
大
臣
の
事
務
承
継
者

で
あ
る
上
告
人
に
対
し
、
そ
の
無
効
確
認
を
求
め
た
上
告

審
判
決
で
あ
る
。
本
件
の
経
緯
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

原
告
適
格
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
平
成
四
年
九
月
に
最
高

裁
判
決
が
出
さ
れ
、
以
降
、
福
井
地
裁
に
お
い
て
原
告
ら

の
請
求
を
棄
却
、
二
審
の
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
は
放
射

性
物
質
放
出
の
具
体
的
な
危
険
性
を
認
定
し
、
原
子
力
安

全
委
員
会
の
安
全
審
査
に
つ
い
て

｢見
過
ご
せ
な
い
重
大

‐三 れ .
　

　
　 　 　

　

な
誤
り
が
あ
っ
た
｣
と
し
て
、
本
件
処
分
を
無
効
と
し
た
。

行
政
処
分
の
無
効
要
件
に
つ
い
て
は
、
差
止
め
よ
り
も

厳
格
で

｢重
大
｣
か
つ
｢明
白
｣
な
違
法
性
が
あ
る
場
合

に
限
る
と
い
う
の
が
判
例
の
主
流
で
あ
る
が
、
名
古
屋
高

裁
金
沢
支
部
の
二
審
判
決
で
は
、
｢設
置
許
可
の
重
大
性

を
考
慮
す
る
と
明
白
性
は
不
要
｣
と
し
て
お
り
、
ま
た
、

安
全
審
査
に
つ
い
て
も
、
伊
方
原
発
訴
訟
最
高
裁
判
決

(最
判
平
成
四
年
一
〇
月
二
九
日
･
民
集
四
六
巻
七
号
一

一
七
四
頁
)
に
お
け
る

｢安
全
審
査
は
、
基
本
設
計
の
安

全
性
に
か
か
わ
る
部
分
だ
け
を
対
象
と
す
る
｣
と
い
う
判

断
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、

最
高
裁
が
如
何
な
る
判
断
を
す
る
か
注
目
さ
れ
た
。

本
件
原
子
炉
は
、
平
成
六
年
に
初
臨
界
に
達
し
た
が
、

翌
年
一
二
月
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
れ
事
故
で
運
転
を
停
止
、

今
年
二
月
に
福
井
県
の
了
承
を
得
て
、
運
転
再
開
に
向
け

た
改
造
工
事
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ

る
。
以
下
、
本
件
判
決
を
紹
介
す
る
。

一
件
名

原
子
炉
設
置
許
可
処
分
無
効
確
認
等
請
求
事
件

(最
高
裁
判
所

平
成
一
五
年

(行
ヒ
)
第
一
〇
八
号

平
成
一
七
年
五
月
三
〇
日
第
一
小
法
廷
判
決
破
棄

目
判
)

原
審名

古
屋
高
等
裁
判
所
金
沢
支
部

(平
成
三
一年

(行
コ
)
第
一
二
号
)

二

判
決

主
文0

原
判
決
を
破
棄
す
る
。

の

被
上
告
入
ら
の
控
訴
を
棄
却
す
る
。

の

控
訴
費
用
及
び
上
告
費
用
は
被
上
告
人
ら
の
負

担
と
す
る
。

" 道行セ 2005.6

原
子
炉
設
置
許
可
処
分
無
効
確
認
等
請
求
事
件

ー
最
高
裁
判
決
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

千
木
良

敦
之



三

理
由

1

原
審
は
、
上
記
事
実
関
係
等
の
下
に
お
い
て
、
次
の

と
お
り
判
断
し
て
、被
上
告
人
ら
の
請
求
を
認
容
し
た
。

①
原
子
炉
設
置
許
可
処
分
が
無
効
で
あ
る
と
い
う
た
め

に
は
、
違
法
の
重
大
性
を
も
っ
て
足
り
、
違
法
の
明
白

性
は
不
要
で
あ
る
。

②
本
件
安
全
審
査
の
う
ち
｢二
次
冷
却
材
漏
え
い
事
故
｣

に
係
る
安
全
審
査
は
、
鉄
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
及
び
酸
素
が

関
与
す
る
界
面
反
応
に
よ
る
床
ラ
イ
ナ
の
腐
食
に
関
す

る
知
見
を
欠
い
て
い
た
た
め
、
上
記
腐
食
に
よ
り
床
ラ

イ
ナ
に
貫
通
孔
が
生
じ
得
る
こ
と
を
看
過
し
、
ま
た
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
燃
焼
に
伴
う
床
ラ
イ
ナ
の
最
高
温
度
の
評

価
を
誤
り
、
床
ラ
イ
ナ
が
膨
張
に
よ
り
壁
と
干
渉
し
て

損
傷
が
生
じ
得
る
こ
と
を
看
過
し
た
。
こ
れ
は
、
本
件

原
子
炉
施
設
の
基
本
設
計
の
安
全
性
に
か
か
わ
る
事
項

に
つ
い
て
の
安
全
審
査
に
お
け
る
看
過
し
難
い
過
誤
、

欠
落
に
当
た
る
。
床
ラ
イ
ナ
に
貫
通
孔
や
損
傷
が
生
ず

れ
ば
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
床
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
接
触
し
て

ナ
ト
リ
ウ
ム
･
コ
ン
ク
リ
ー
ト
反
応
が
発
生
す
る
が
、

二
次
主
冷
却
系
の
一
ル
ー
プ
で
本
格
的
な
ナ
ト
リ
ウ

ム
･
コ
ン
ク
リ
ー
ト
反
応
が
生
ず
れ
ば
、
そ
の
被
害
が

他
の
ル
ー
プ
に
も
及
び
、
二
次
主
冷
却
系
の
全
冷
却
能

力
の
喪
失
に
つ
な
が
る
高
度
の
蓋
然
性
を
否
定
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
そ
う
な
れ
ば
、
炉
心
溶
融
に
よ
る
出
力

暴
走
に
よ
り
、
放
射
性
物
質
が
外
部
環
境
へ
放
散
さ
れ

る
具
体
的
危
険
性
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

ら
、
本
件
処
分
は
無
効
で
あ
る
。

③
本
件
安
全
審
査
の
う
ち

｢蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損

事
故
｣
に
係
る
安
全
審
査
は
、
蒸
気
発
生
器
の
伝
熱
管

が
破
損
し
た
場
合
の
伝
ば
破
損
の
形
態
と
し
て
ウ
ェ
ス

テ
ー
ジ
型
破
損
の
み
を
考
慮
し
、
よ
り
重
大
な
結
果
を

招
く
高
温
ラ
ブ
チ
ャ
型
破
損
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
調

査
審
議
及
び
判
断
を
行
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
安
全
審
査

の
欠
落
は
、
看
過
し
難
い
。
高
温
ラ
ブ
チ
ャ
型
破
損
が

発
生
す
れ
ば
、
初
期
ス
パ
イ
ク
圧
及
び
準
定
常
圧
に
よ

り
蒸
気
発
生
器
、
二
次
主
冷
却
系
設
備
及
び
中
間
執
エ父

換
器
が
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
中
間
熱
交
換
器
の

破
損
に
よ
っ
て
、
水
素
ガ
ス
の
混
入
し
た
二
次
冷
却
材

ナ
ト
リ
ウ
ム
が
炉
心
に
至
れ
ば
、
炉
心
崩
壊
に
よ
り
、

放
射
性
物
質
が
外
部
環
境
へ
放
散
さ
れ
る
具
体
的
危
険

性
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
本
件
処
分
は

無
効
で
あ
る
。

④
本
件
安
全
審
査
の
う
ち

｢
一
次
冷
却
材
流
量
減
少
時

反
応
度
抑
制
機
能
喪
失
事
象
｣
に
係
る
安
全
審
査
は
、

起
因
過
程
で
の
炉
心
損
傷
後
の
機
械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

上
限
値
を
約
三
人
0
脚
と
す
る
動
燃
の
解
析
を
妥
当
と

判
断
し
た
が
、
こ
の
判
断
は
、
動
燃
の
行
っ
た
解
析
結

果
の
中
に
は
九
九
二
脚
等
の
三
八
0
脚
を
超
え
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
こ
と
の
報
告
を
受
け
ず
に
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
前
記
九
九
二
M
の
解
析
結
果
は
、
米
国
原
子
力

規
制
委
員
会
や
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン

州
政
府
の
要
求
値
と
対
比
す
る
と
、
決
し
て
異
常
な
数

値
で
は
な
く
、
こ
れ
を
考
慮
す
る
必
要
性
の
有
無
は
、

原
子
力
安
全
委
員
会
が
判
断
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
本
件
安
全
審
査
は
、
十
分
な
資
料
に
基
づ
き
機
械

道行セ 2005,6 釘

名古屋高裁金沢支部判決
原子炉から半径20km以内

　　　　　　
　　　　　　　　　
名古屋高裁金沢支部判決
設置許可は無効と認定

図



的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
上
限
値
を
適
正
に
評
価
し
た
も
の
と

2

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記
1
②
な
い
し
④
の
判

い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
次

ま
た
、
本
件
安
全
審
査
当
時
、
遷
移
過
程
の
事
象
推

移
と
再
臨
界
に
伴
う
機
械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
生
の
可
能

性
の
重
要
性
が
既
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か

ら
、
遷
移
過
程
に
お
い
て
再
臨
界
が
生
じ
た
場
合
の
機

械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
上
限
を
評
価
す
べ
き
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、こ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
点
に
お
い
て
、

本
件
安
全
審
査
に
は
看
過
し
難
い
欠
落
が
あ
る
。
炉
心

損
傷
後
の
最
大
の
機
械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
遷
移
過
程
の

-
-
O
M
で
あ
っ
た
と
す
る
本
件
処
分
後
の
動
燃
の
解

析
結
果
は
、
規
制
法
に
定
め
る
原
子
力
安
全
委
員
会
の

安
全
審
査
に
お
い
て
そ
の
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
た
も
の

で
な
い
か
ら
、
本
件
安
全
審
査
の
瑕
疵
を
否
定
す
る
根

拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

五
項
事
象
と
し
て
選
定
さ
れ
た
一
次
冷
却
材
流
量
減

少
時
反
応
度
抑
制
機
能
喪
失
事
象
は
、
空
想
上
の
出
来

事
と
し
て
で
は
な
く
、
現
実
に
起
こ
り
得
る
事
象
と
し

て
そ
の
安
全
評
価
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上

記
事
象
は
、
炉
心
崩
壊
事
故
に
直
接
か
か
わ
る
事
象
で

あ
り
、
即
発
臨
界
に
達
し
た
際
に
発
生
す
る
機
械
的
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
評
価
を
誤
れ
ば
、
即
発
臨
界
に
よ
っ
て
原

子
炉
容
器
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
が
破
壊
さ
れ
、
原
子

炉
容
器
内
の
放
射
性
物
質
が
外
部
環
境
に
放
散
さ
れ
る

具
体
的
危
険
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、

本
件
処
分
は
無
効
で
あ
る
。

断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

①

｢二
次
冷
却
材
漏
え
い
事
故
｣
に
係
る
安
全
審
査
に

つ
い
て

ア

規
制
法
の
規
制
の
構
造
に
照
ら
す
と
、
原
子
炉
設

置
の
許
可
の
段
階
の
安
全
審
査
に
お
い
て
は
、
当
該

原
子
炉
施
設
の
安
全
性
に
か
か
わ
る
事
項
の
す
べ
て

を
そ
の
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
基
本
設

計
の
安
全
性
に
か
か
わ
る
事
項
の
み
を
そ
の
対
象
と

す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る

(最
高
裁
昭

和
六
〇
年

(行
ツ
)
第
一
三
三
号
平
成
四
年
一
〇
月

二
九
日
第
一
小
法
廷
判
決
･
民
集
四
六
巻
七
号
-
-

七
四
頁
参
照
)。
そ
し
て
、
規
制
法
二
四
条
二
項
の

趣
旨
が
、
同
条
一
項
三
号

(技
術
的
能
力
に
係
る
部

分
に
限
る
。)
及
び
四
号
所
定
の
基
準
の
適
合
性
に

つ
い
て
、
各
専
門
分
野
の
学
識
経
験
者
等
を
擁
す
る

原
子
力
安
全
委
員
会
の
科
学
的
、
専
門
技
術
的
知
見

に
基
づ
く
意
見
を
十
分
に
尊
重
し
て
行
う
主
務
大
臣

の
合
理
的
な
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に

か
ん
が
み
る
と
、
ど
の
よ
う
な
事
項
が
原
子
炉
設
置

の
許
可
の
段
階
に
お
け
る
安
全
審
査
の
対
象
と
な
る

べ
き
当
該
原
子
炉
施
設
の
基
本
設
計
の
安
全
性
に
か

か
わ
る
事
項
に
該
当
す
る
の
か
と
い
う
点
も
、
上
記

の
基
準
の
適
合
性
に
関
す
る
判
断
を
構
成
す
る
も
の

と
し
て
、
同
様
に
原
子
力
安
全
委
員
会
の
意
見
を
十

分
に
尊
重
し
て
行
う
主
務
大
臣
の
合
理
的
な
判
断
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

ま
た
、
規
制
法
は
、
上
記
基
準
の
適
合
性
に
つ
い

て
、
上
記
の
と
お
り
原
子
力
安
全
委
員
会
の
意
見
を

十
分
に
尊
重
し
て
行
う
主
務
大
臣
の
合
理
的
な
判
断

に
ゆ
だ
ね
て
い
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
現
在
の
科
学

技
術
水
準
に
照
ら
し
、
原
子
力
安
全
委
員
会
若
し
く

は
原
子
炉
安
全
専
門
審
査
会
の
調
査
審
議
に
お
い
て

用
い
ら
れ
た
具
体
的
審
査
基
準
に
不
合
理
な
点
が
あ

り
、
あ
る
い
は
当
該
原
子
炉
施
設
が
上
記
の
具
体
的

審
査
基
準
に
適
合
す
る
と
し
た
原
子
力
安
全
委
員
会

若
し
く
は
原
子
炉
安
全
専
門
審
査
会
の
調
査
審
議
及

び
判
断
の
過
程
に
看
過
し
難
い
過
誤
、欠
落
が
あ
り
、

主
務
大
臣
の
判
断
が
こ
れ
に
依
拠
し
て
さ
れ
た
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
主
務
大
臣
の
上
記
判
断
に
不

合
理
な
点
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
同
判
断
に
基
づ
く

原
子
炉
設
置
許
可
処
分
は
違
法
と
解
さ
れ
る

(前
記

第
一
小
法
廷
判
決
参
照
霧

イ

本
件
申
請
に
お
い
て
は
、
二
次
冷
却
材
漏
え
い
事

故
が
発
生
し
た
場
合
に
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
漏
え
い
し
た
ナ
ト
リ
ウ

ム
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
が
直
接
接
触
す
る
こ
と
を
防

止
す
る
た
め
に
、床
面
に
鋼
製
の
ラ
イ
ナ
を
設
置
し
、

漏
え
い
し
た
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
貯
留
タ
ン
ク
等
へ
導
き

貯
留
す
る
と
い
う
設
計
が
さ
れ
て
い
る
。
本
件
安
全

審
査
に
お
い
て
も
、
二
次
冷
却
材
漏
え
い
事
故
が
発



生
し
た
場
合
に
備
え
て
、
漏
え
い
し
た
ナ
ト
リ
ウ
ム

と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
の
直
接
接
触
を
避
け
る
た
め
床

面
に
鋼
製
の
ラ
イ
ナ
を
設
置
す
る
と
い
う
対
策
を
行

う
こ
と
が
本
件
原
子
炉
施
設
の
基
本
設
計
を
構
成
す

る
も
の
と
し
て
審
査
の
対
象
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

床
ラ
イ
ナ
の
板
厚
、
形
状
等
の
細
部
は
、
本
件
安
全

審
査
の
対
象
と
さ
れ
ず
、
後
続
の
設
計
及
び
工
事
の

方
法
の
認
可
の
段
階
で
規
制
の
対
象
と
さ
れ
る
具
体

的
な
詳
細
設
計
及
び
工
事
の
方
法
に
当
た
る
と
さ
れ

た
の
で
あ
る
が
、
床
ラ
イ
ナ
が
漏
え
い
ナ
ト
リ
ウ
ム

と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
の
直
接
の
接
触
を
防
止
す
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
設
計
と
さ
れ
る
べ
き
か
は
、
部
屋

の
大
き
さ
、
床
ラ
イ
ナ
の
冷
却
設
備
の
有
無
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
ド
レ
ン
設
備
の
能
力
等
の
周
辺
設
備
の
具
体

的
仕
様
等
と
の
関
連
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
こ
れ
を
後
続
の
設

計
及
び
工
事
の
方
法
の
認
可
の
段
階
に
お
け
る
規
制

の
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
一
般
に
合
理
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
記
の
鉄
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
及
び
酸
素

が
関
与
す
る
界
面
反
応
に
よ
る
腐
食
の
知
見
は
、
本

件
処
分
当
時
の
高
速
増
殖
炉
の
開
発
及
び
そ
の
安
全

審
査
の
関
係
者
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
本

件
安
全
審
査
で
は
、床
ラ
イ
ナ
の
健
全
性
に
つ
い
て
、

前
記
の
と
お
り
、
熱
膨
張
に
よ
っ
て
機
械
的
に
破
損

す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
審
査

が
さ
れ
た
。
前
記
の
知
見
に
よ
れ
ば
、
条
件
次
第
で

ず
、
こ
の
安
全
審
査
に
依
拠
し
て
さ
れ
た
本
件
処
分
に

は
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
漏
え
い
に
よ
り
溶
融
塩
型
腐
食
が

違
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、

記
違

生
ず
る
場
合
が
あ
り
、
こ
の
場
合
に
床
ラ
イ
ナ
に
貫

通
孔
が
生
ず
れ
ば
、
｢漏
え
い
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
の
直
接
接
触
の
防
止
｣
と
い
う
床
ラ
イ

ナ
の
機
能
が
果
た
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。し
か
し
、

床
ラ
イ
ナ
に
溶
融
塩
型
腐
食
が
生
じ
て
も
、
床
ラ
イ

ナ
の
板
厚
等
の
具
体
的
形
状
次
第
で
は
漏
え
い
ナ
ト

リ
ウ
ム
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
が
直
接
接
触
す
る
こ
と

を
防
止
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
二
次
冷
却
材
漏
え
い
事
故
に
備
え
て
上
記
の
安

全
対
策
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
本
件
原
子
炉
施

設
の
基
本
設
計
は
合
理
性
を
失
わ
ず
、
床
ラ
イ
ナ
の

腐
食
に
対
す
る
対
策
が
、
後
続
の
設
計
及
び
工
事
の

方
法
の
認
可
以
降
の
段
階
に
お
け
る
規
制
の
対
象
と

さ
れ
、
そ
の
基
本
設
計
の
安
全
性
に
か
か
わ
る
事
項

に
含
ま
れ
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
不
合
理
で
あ
る
と

は
い
い
難
い
こ
と
に
な
る
。

ウ

し
た
が
っ
て
、
原
審
が
二
次
冷
却
材
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏

え
い
事
故
に
関
す
る
安
全
審
査
の
瑕
疵
と
し
て
指
摘
す

る
事
項
は
、
原
子
炉
設
置
の
許
可
の
段
階
の
安
全
審
査

の
対
象
と
な
ら
な
い
事
項
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
以
上
説
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
原
子
力
安

全
委
員
会
等
に
お
け
る
二
次
冷
却
材
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え

い
事
故
の
安
全
審
査
の
調
査
審
議
及
び
判
断
の
過
程
に

看
過
し
難
い
過
誤
、
欠
落
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き

違
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
上
記
違

法
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
本
件
処
分
に
無
効
事
由

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

②

｢蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
事
故
｣
に
係
る
安
全
審

査
に
つ
い
て

ア

前
記
事
実
関
係
等
に
よ
れ
ば
、
動
燃
が
本
件
申
請

に
際
し
て
行
っ
た
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
事
故
に

係
る
安
全
評
価
の
た
め
の
解
析
の
内
容
及
び
結
果
に

つ
い
て
、
原
子
力
安
全
委
員
会
は
こ
れ
ら
が

｢評
価

の
考
え
方
｣
に
適
合
す
る
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
判

断
し
た
が
、
上
記
解
析
の
う
ち
準
定
常
圧
評
価
の
解

析
条
件
は
、
伝
熱
管
破
損
伝
ぱ
の
機
序
と
し
て
ウ
エ

ス
テ
ー
ジ
型
破
損
が
支
配
的
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

を
基
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
原

審
は
、
本
件
安
全
審
査
に
お
い
て
高
温
ラ
ブ
チ
ャ
型

破
損
の
可
能
性
が
調
査
審
議
の
対
象
と
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
本
件
処
分
を
無
効
と
す
る

が
、
原
審
の
確
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
も
、
本
件

原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
は
、
蒸
気
発
生
器
に
お
け
る

伝
熱
管
か
ら
の
水
漏
え
い
を
水
漏
え
い
検
出
設
備
が

検
知
し
て
所
定
の
信
号
が
発
せ
ら
れ
れ
ば
、
蒸
気
発

生
器
へ
の
水
又
は
蒸
気
の
供
給
の
遮
断
、
伝
熱
管
内

の
水
又
は
蒸
気
の
急
速
ブ
ロ
ー
、
二
次
主
冷
却
系
循

環
ポ
ン
プ
主
モ
ー
タ
ト
リ
ッ
プ
等
の
プ
ラ
ン
ト
停
止

操
作
が
自
動
的
に
行
わ
れ
る
設
計
が
さ
れ
て
お
り
、



水
漏
え
い
検
出
に
伴
い
伝
熱
管
内
の
水
又
は
蒸
気
の

急
速
ブ
ロ
ー
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
熱
管

内
部
の
圧
力
を
急
速
に
低
下
さ
せ
る
と
と
も
に
、
水

又
は
蒸
気
の
流
動
に
よ
り
伝
熱
管
の
冷
却
も
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
設
計
ど
お
り
の
操
作
が
無

事
に
進
め
ば
、
高
温
ラ
ブ
チ
ャ
型
破
損
の
発
生
の
機

序
に
照
ら
し
、
そ
の
発
生
の
抑
止
効
果
を
相
当
程
度

期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。ま
た
、

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
が
現
状
の
本
件
原
子
炉

施
設
に
つ
い
て
カ
バ
ー
ガ
ス
圧
力
計
に
よ
り
水
漏
え

い
を
検
出
す
る
場
合
の
解
析
評
価
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
累
積
損
傷
和
が
高
温
ラ
ブ
チ
ャ
型
破
損
が
生
ず

る
と
判
断
さ
れ
る
数
値
で
あ
る
1
を
下
回
っ
た
。
さ

ら
に
、
動
燃
が
高
温
ラ
ブ
チ
ャ
型
破
損
を
対
象
と
し

て
行
っ
た
試
験
の
s
W
A
T
ー
3
の
R
u

n
ー
妙
に

お
い
て
も
、
流
水
管
に
つ
い
て
は
高
温
ラ
ブ
チ
ャ
型

破
損
は
発
生
し
て
い
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
原

子
炉
施
設
の
設
計
を
前
提
と
す
る
限
り
に
お
い
て

は
、
高
温
ラ
ブ
チ
ャ
型
破
損
に
関
す
る
現
在
の
知
見

に
照
ら
し
て
も
、
上
記
解
析
条
件
の
設
定
は
合
理
的

な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

イ

こ
れ
に
対
し
、
原
審
は
、
上
記
の
累
積
損
傷
和
が

1
に
近
く
、
余
裕
が
極
め
て
少
な
い
た
め
、
カ
バ
ー

ガ
ス
圧
力
計
に
よ
る
水
漏
え
い
検
知
シ
ス
テ
ム
が
万

全
と
は
認
め
難
い
と
判
断
す
る
が
、
累
積
損
傷
和
が

1
を
下
回
る
解
析
結
果
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
が
1
に

近
い
こ
と
を
も
っ
て
、
高
温
ラ
ブ
チ
ャ
型
破
損
の
発

生
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
。

③

｢
一
次
冷
却
材
流
量
減
少
時
反
応
度
抑
制
機
能
喪
失

事
象
｣
に
係
る
安
全
審
査
に
つ
い
て

ア

原
審
は
、
一
次
冷
却
材
流
量
減
少
時
反
応
度
抑
制

機
能
喪
失
事
象
の
安
全
審
査
に
お
け
る
遷
移
過
程
の

事
象
推
移
等
に
つ
い
て
の
評
価
に
看
過
し
難
い
欠
落

が
あ
る
と
い
う
。

｢評
価
の
考
え
方
｣
は
、
液
体
金
属
冷
却
高
速
増

殖
炉
の
安
全
評
価
に
お
い
て
、
｢事
故
｣
よ
り
更
に
発

生
頻
度
は
低
い
が
結
果
が
重
大
で
あ
る
と
想
定
さ
れ

る
事
象

(五
項
事
象
)
に
つ
い
て
、
そ
の
起
因
と
な

る
事
象
と
こ
れ
に
続
く
事
象
経
過
に
対
す
る
防
止
対

策
と
の
関
連
に
お
い
て
十
分
に
評
価
を
行
い
、
放
射

性
物
質
の
放
散
が
適
切
に
抑
制
さ
れ
る
こ
と
を
確
認

す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
五
項
事
象
の
安
全
評
価
は
、

既
に

｢運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
｣
及
び

｢事
故
｣

を
想
定
し
た
安
全
評
価
に
よ
り
事
故
防
止
対
策
に
係

る
基
本
設
計
の
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
原
子
炉

施
設
に
つ
い
て
、
液
体
金
属
冷
却
高
速
増
殖
炉
の
運

転
実
績
が
き
ん
少
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
て
行
わ

れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
｢評
価

の
考
え
方
｣
に
お
い
て
は
、
五
項
事
象
の
安
全
評
価

は
、
技
術
的
観
点
か
ら
は
起
こ
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
事
象
を
あ
え
て
想
定
し
て
上
記
の
設
計
に
安
全
裕

度
が
あ
る
こ
と
を
念
の
た
め
に
確
認
す
る
こ
と
を
目

的
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

前
記
事
実
関
係
等
に
よ
れ
ば
、
外
部
電
源
喪
失
に

よ
り
一
次
冷
却
材
の
炉
心
流
量
が
減
少
す
る
場
合
に

は
、
原
子
炉
が
確
実
に
自
動
停
止
す
る
よ
う
に
、
各

種
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
信
号
が
発
せ
ら
れ
、
原
子
炉
停

止
系
は
、
互
い
に
独
立
の
主
炉
停
止
系
と
後
備
炉
停

止
系
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
原
子
炉
を
停
止
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
、
さ
ら
に
、
反

応
度
効
果
の
最
も
大
き
い
制
御
棒
一
本
が
完
全
に
炉

心
の
外
に
弓
き
抜
か
れ
固
着
し
て
挿
入
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
仮
定
し
て
も
、
原
子
炉
を
停
止
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
五
項
事

象
の
一
つ
と
し
て
選
定
さ
れ
た
一
次
冷
却
材
流
量
減

少
時
反
応
度
抑
制
機
能
喪
失
事
象
は
、
上
記
の
設
計

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
、
原
子
炉
出
力
運
転
中

に
、
外
部
電
源
喪
失
に
よ
り
炉
心
を
流
れ
る
一
次
冷

却
材
流
量
が
減
少
し
、
安
全
保
護
系
の
動
作
に
よ
り

原
子
炉
の
自
動
停
止
が
必
要
と
さ
れ
る
時
点
で
、
制

御
棒
の
挿
入
の
失
敗
が
同
時
に
重
な
る
事
象
を
仮
定

し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
安
全

審
査
に
お
い
て
、
一
次
冷
却
材
流
量
減
少
時
反
応
度

抑
制
機
能
喪
失
事
象
に
つ
い
て
、
そ
の
発
生
頻
度
は

無
視
し
得
る
ほ
ど
極
め
て
低
い
も
の
と
位
置
付
け

て
、
五
項
事
象
に
係
る
安
全
評
価
を
行
っ
た
こ
と
に

不
合
理
な
点
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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イ

ま
た
、
原
審
は
、
一
次
冷
却
材
流
量
減
少
時
反
応

度
抑
制
機
能
喪
失
事
象
に
お
け
る
起
因
過
程
で
の
炉

心
損
傷
後
の
機
械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
上
限
値
を
、
約

三
八
0
脚
と
す
る
解
析
を
妥
当
と
し
た
本
件
安
全
審

査
は
、
動
燃
が
行
っ
た
解
析
結
果
の
中
に
は
三
人
O

M
を
超
え
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
の
報
告
を
受
け
ず

に
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
十
分
な
資
料
に
基
づ
き
機

械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
上
限
値
を
適
正
に
評
価
し
た
も

の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
旨
判
示
す
る
。

前
記
事
実
関
係
等
に
よ
れ
ば
、
動
燃
は
、
一
次
冷

却
材
流
量
減
少
時
反
応
度
抑
制
機
能
喪
失
事
象
に
お
い

て
、
炉
心
は
起
因
過
程
で
即
発
臨
界
に
達
す
る
が
膨
張

に
よ
り
未
臨
界
と
な
り
、
炉
心
損
傷
後
の
炉
心
膨
張
に

よ
る
最
大
有
効
仕
事
量
は
約
三
八
0
M
と
な
る
と
解
析

し
、
こ
れ
を
前
提
に
膨
張
過
程
に
お
け
る
最
大
有
効
仕

事
量
と
し
て
五
0
O
M
を
考
慮
し
て
構
造
物
の
耐
衝
撃

評
価
を
行
っ
た
が
、上
記
の
約
三
人
0
脚
と
い
う
値
は
、

当
時
の
実
験
的
知
見
と
海
外
に
お
け
る
仮
想
的
炉
心
崩

壊
事
故
評
価
の
例
を
踏
ま
え
て
、
使
用
し
た
デ
ー
タ
及

び
モ
デ
ル
パ
ラ
メ
ー
タ
の
不
確
か
さ
幅
に
つ
い
て
の
物

理
的
に
合
理
的
な
範
囲
内
で
の
上
限
シ
ナ
リ
オ
と
し

て
、
基
準
が
一
応
確
立
し
て
い
る
パ
ラ
メ
ー
タ
を
用
い

た
基
本
解
析
ケ
ー
ス
の
中
か
ら
E
X
N
R
C
ケ
ー
ス
を

選
定
し
、
最
も
燃
焼
が
進
ん
だ
燃
料
集
合
体
を
含
む
炉

心
状
態
で
あ
る
平
衡
炉
心
の
燃
焼
末
期
に
つ
い
て
行
わ

れ
た
保
守
側
解
析
の
結
果
を
補
正
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
解
析
を
妥
当
な
も
の
と
し
た
原
子
力
安
全
委
員
会

の
判
断
に
不
合
理
な
点
を
見
い
だ
し
難
い
。
原
審
は
、

原
子
力
安
全
委
員
会
が
本
件
安
全
審
査
に
当
た
り
三
人

o
離
を
超
え
る
九
九
二
離
等
の
解
析
ケ
ー
ス
を
考
慮
し

て
い
な
い
と
い
う
が
、九
九
二
脚
等
の
解
析
ケ
ー
ス
は
、

い
ず
れ
も
各
種
モ
デ
ル
パ
ラ
メ
ー
タ
を
仮
想
的
に
変
化

さ
せ
て
解
析
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
解
析
ケ
ー
ス
で
あ
っ

て
、
基
準
が
一
応
確
立
し
て
い
る
パ
ラ
メ
ー
タ
を
用
い

て
解
析
す
る
基
本
解
析
ケ
ー
ス
と
は
解
析
の
目
的
を
異

に
し
、
こ
れ
を
考
慮
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
本

件
安
全
審
査
を
直
ち
に
不
合
理
な
も
の
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
ま
た
、
原
審
は
、
米
国
原
子
力
規
制
委
員

会
や
ド
イ
ツ
の
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン

州
政
府
の
要
求
値
と
対
比
す
る
と
、
九
九
二
M
は
決
し

て
異
常
な
数
値
で
は
な
い
と
い
う
が
、
本
件
原
子
炉
と

規
模
、
構
造
等
の
異
な
る
原
子
炉
に
関
す
る
審
査
機
関

の
要
求
値
を
も
っ
て
、
本
件
安
全
審
査
を
不
合
理
な
も

の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

ウ

以
上
に
よ
れ
ば
、
原
子
力
安
全
委
員
会
等
に
お
け

る
一
次
冷
却
材
流
量
減
少
時
反
応
度
抑
制
機
能
喪
失

事
象
の
安
全
審
査
の
調
査
審
議
及
び
判
断
の
過
程
に

看
過
し
難
い
過
誤
、
欠
落
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で

き
ず
、
こ
の
安
全
審
査
に
依
拠
し
て
さ
れ
た
本
件
処

分
に
違
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、

上
記
違
法
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
本
件
処
分
に

無
効
事
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

3

結
論

以
上
に
よ
れ
ば
、
原
審
の
前
記
判
断
に
は
、
判
決
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。
論

旨
は
、
こ
の
趣
旨
を
い
う
も
の
と
し
て
理
由
が
あ
り
、
そ

の
余
の
論
旨
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
原
判
決

は
破
棄
を
免
れ
な
い
。
そ
し
て
、
被
上
告
入
ら
の
請
求
を

棄
却
し
た
第
一
審
判
決
は
正
当
で
あ
る
か
ら
、
被
上
告
人

ら
の
控
訴
を
棄
却
す
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
で
、
主
文
の
と
お

り
判
決
す
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
件
判
決
で
は
、
冒
頭
に
掲
げ
た
と
お
り
、
二

審
が
安
全
性
に
重
大
な
違
法
が
あ
る
と
判
断
し
、
施
設
の

潜
在
的
な
危
険
性
も
重
視
し
た
が
、
最
高
裁
は
、
安
全
審

査
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
本
件
原
子
炉
が
極
め
て
高
度
な

専
門
技
術
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
る
こ
と
を
重
視
し

｢ど

こ
ま
で
を
基
本
設
計
の
範
囲
に
含
め
る
か
も
、
国
の
合
理

的
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
｣
と
し
、
国
の
裁
量
で
あ
る

旨
の
考
え
方
を
明
確
に
し
た
。
ま
た
、
本
件
判
決
で
は
、

安
全
審
査
の
違
法
性
自
体
を
否
定
し
た
た
め
、
行
政
処
分

の
無
効
要
件
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
。
本
件
処

分
は
、
平
成
一
四
年
末
に
変
更
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
れ
対
策
な
ど
が
拡
充
さ
れ
た
。
こ
れ

に
基
づ
く
改
造
の
準
備
工
事
が
三
月
か
ら
始
ま
っ
て
お

り
、
運
転
再
開
は
平
成
二
〇
年
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
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